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　　The　incidence　of　mandibular　prognathism　is　said　to　be　high　in　the　Japanese　population　with　a
brachycephalic　skeletal　pattern．　However，　maxillary　protrusion　with　a　large　overjet　is　also　obser－
ved　clinically　in　many　patients．
　　This　study　was　conducted　to　see　what　changes　occurred　before　and　after　treatment　in　selected
orthodontic　patients　with　maxillary　protrusion　successfully　treated　to　obtain　a　pleasing　facial
profile　and　good　occlusion　with　post－retention　stability，　to　examine　their　post－treatment　skeletal
and　occlusal　status　and　to　identify　cephalometric　goals　of　treatment．
　　This　paper　presents　the　results　of　the　study　by　the　most　commonly　used　international　ce－
phalometric　analyses；Northwestern　analysis　and　the　“Wits”　appraisal　by　Jacobson．
　　A　total　of　31　subjects　in　which　treatment　yielded　a　pleasing　facial　profile　and　good　occlusion　with
favorable　prognosis　were　selected　among　Japanese　adult　female　orthodontic　patients　with　maxillar－
y　protrusion　treated　by　extraction　of　the　four　first　bicuspids．　Pre一　and　post－orthodontic　lateral
cephalograms　of　these　subjects　were　analyzed　to　calculate　their　statistical　means　and　standard
deviations　and　to　determine　whether　there　were　significant　differences　before　and　after　treatment．
In　addition，　mean　cephalometric　values　of　non－orthodontic　normal　subjects　and　those　of　adolescents
with　maxillary　protrusion　were　used　as　controls　for　comparison　with　the　adult　female　group．
　　Statistical　analysis　of　the　pre一　and　post－treatment　mean　values　of　the　adult　female　group　showed
no　significant　difference　in　any　of　the　skeletal　measurementparameters　of　the　Northwestern
Analysis，　while　significant　differences　were　observed　in　the　occlusal　measurements；inclination　of
upper　incisor　to　sella－nasion　plane（U1－SN），inclination　of　lower　incisor　to　occlusal　plane（Ll－OP），
interincisal　angle　（Ul－Ll）　and　distance　of　upper　incisor　to　facial　plane　（Ul－NPog）．
　　The　comparison　between　the　mean　values　of　the　adult　female　group　after　treatment　and　those　of
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the　non－orthodontic　normal　subj　ects　showed　significant　differences　in　all　of　the　skeletal　measure－
mentparameters　of　the　Northwestern　analysis　as　well　as　in　the　Ul－SN　and　Ul－Ll　occlusal
measurements．
　The　comparison　between　the　mean　values　of　the　adult　female　group　after　treatment　and　those　of
the　adolescent　group　showed　significant　differences　in　the　skeletal　measurementparameters　of　the
Northwestern　analysis；angle　of　facial　convexity　（A．　C．），apical　base　difference　（ANB）　and　inclina－
tion　of　the　mandibular　plane　to　the　S－N　plane　（SN－MP），　as　well　as　in　the　Ul－SN　and　Ul－Ll
occlusal　measurements．
　With　regard　to　the　“Wits”　appraisal，　there　was　a　significant　difference　between　the　pre一　and
post－treatment　mean　values　of　the　adult　female　group．　A　significant　difference　was　also　observed
between　the　mean　“Wits”　value　of　the　adult　female　group　after　treatment　and　that　of　the　non－
orthodontic　normal　subjects．
　The　following　values　were　identified　as　post－treatment　cephalometric　values　in　the　group　of
Japanese　adult　females　with　maxillary　protrusion　treated　by　extraction　in　whom　stable　results　with
pleasing　facial　profile　and　good　occlusion　were　obtained　based　on　Northwestern　analysis　and　the
“Wits”　appraisal　by　Jacobson．　The　skeletal　values　of　the　Northwestern　analysis　were　A．　C．　11．37e，
nasion－point　A　to　the　S－N　plane　angle　（SNA）　81．42e，　nasion－point　B　to　the　S－N　plane　angle　（SNB）
75．44e，　ANB　5．980　and　SN－MP　40．360．　The　occlusal　values　were　Ul－SN　90．790，　inclination　of　lower
incisor　to　the　mandibular　plane　（Ll－MP）　93．96e，　Ll－OP　21．45“，　Ul－Ll　134．89“　and　Ul－NPog　9．69　mm
The　“Wits”　value　was　一〇．40　mm．
　These　analytical　values　may　adequately　serve　as　cephalometric　goals　in　treating　maxillary
protrusion　surgically　and／or　orthodontically　to　restore　good　facial　profile　and　to　achieve　stable
results．
1．緒 言
　近年，わが国における矯正歯科治療に対する国民
の関心の高まりとともに，一般的にはあまり手掛け
られることが少なかった成人の矯正治療に関して
も，歯科医師のみならず患者側からも関心が高まっ
ているように思われる．またこの成人患者は本人の
意志で受診することがほとんどであるため，治療に
対しては一般に協力的で主訴も明確であり，その多
くは咬合の改善のみならず顔貌の改善をも要求して
来院する場合が多い．不正咬合に対する矯正治療に
よって口腔周囲の軟組織，特に口唇部の形態に変化
をきたすことは周知のことであり，このことによる顔
貌の改善は矯正治療の重要な目標の一つでもある．
　瀬端1）は“矯正学に対する研究のルートを審美的
方向に求めてアプローチを行ってきた”と述べ，ま
たAngle，　Tweed，高橋らの記述から“矯正学と顔
の審美性とは昔から深い関係をもっている”と紹介
した．
　現在，数多く報告されている顎顔面の形態評価の
方法のなかでも側貌頭部X線規格写真による分析法
が一般的であり，これに関連する報告も多い．矯正
歯科の分野においても側貌頭部X線規格写真は顎顔
面頭蓋の形態学的な分析から，不正咬合の診断，治
療方針の立案，治療経過および治療効果の確認に欠
かせないものとなっている．これらのなかでも
Downs法2）と並んでよく用いられる方法に，　North－
western法3）4）5）があるが，本邦においては1955年に
粥川が，Northwestern大学矯正学教室のThomp－
son　GraberやDonovanらが行った側貌頭部X線　　’
規格写真の分析話すなわちNorthwestern法を紹介
し，この基礎となっているのは同じ教室のRiede1，
Mayne，　Freeman，　Rasmussonたちの研究であると
述べた．また粥川はこのなかで日本人の正常咬合群
におけるNorthwestern法の各計測項目の平均値お
よび標準偏差を示した6）7）．
　Northwestern法の特徴は，　Downs法の基準平面
であるフランクフルト平面がX線写真上で不明瞭に
（2）
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表1E－1ineに対する上口唇，下口唇の位置について正常咬合群（浅井）の平均値と本症例群（石野N＝31）の
　　治療前後の計測値の平均値，標準偏差および本症例群の治療前後間の有意差の検定
計測項目
正常咬合群
@（浅井） 治療前 治療後 変化量 有意差の検：定
MEANMEANS。D． MEANS．D． MEANSD． t－test
E－line　to　UL
d－line　to　LL
一〇．3mm
@2．Omm
2．05mm
R．74mm
1。68mm
Q．00mm
一〇．73mm
@O．11mm
1．14mm
P．43mm
一2．77mm
|3．63mm
1．37mm
P．72mm
＊＊
磨
N：資料数，NS：有意でない
＊：危険率5％レベルで有意差あり， ＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
なりやすく設定しにくいとの理由から，比較的読影
しゃすい前頭蓋底のSN平面を基準平面として設定
したことと，この平面から頭蓋に対する上下顎の前
後的位置関係のずれ，つまりdiscrepancyを評価す
る項目Apical　base　difference（ANB）を設定した
点である．しかしその後このANBは症例の頭蓋形
態によっては計測値に補正が必要との報告もあり，
これについての検討も行われた8）9）．Jacobsonは，こ
の上下顎骨間関係におけるdiscrepancyの評価にお
いて，頭蓋形態の影響を受けない咬合平面を基準平
面にした“Wits”appraisallo）11）を発表した9）～13）．
　このような側貌頭部X線規格写真の分析法により
矯正治療前後を比較検討した報告は多いが，従来の
報告は調査対象が若年者や青年期の症例に対するも
のがほとんどで，矯正による治療効果と個体の成長
発育による効果とがはっきりと区別できなかった．
また各分析法について基準値を求めた報告も盛んで
あるが，一般的には正常咬合者を対象としたもので
あり，骨格や咬合状態を異にする不正咬合者に対し
て，またとりわけ治療中に成長発育が期待できない
成人症例では目標をこれらの基準値に求めることは
適切とは言えない場合も多い．
　そこで著者は，成長発育の終了したと思われる成
人症例のうち，今回は上顎前突者の矯正治療症例に
おいて，その治療後に良好な顔貌と咬合状態が得ら
れた症例群を対象として，矯正治療により顎顔面頭
蓋にどのような変化，改良が起きたかをその骨格と
咬合の状態より把握するため調査研究を行った．す
なわち口腔外科ならびに矯正歯科分野などの治療の
際に，良好な顔貌形態の復元のため，側貌頭部X線
規格写真分析法における目標値を探究する目的で，
本症例群の矯正治療前後の側貌頭部X線規格写真か
ら，今回はおもにNorthwestern分析法とJacobson
による“Wits”appraisa1について統計的検索を行
った．
II．研究資料および研究方法
　1．調査対象
　調査対象は，矯正歯科治療の終了した症例のなか
から以下の基準で選択した．
　1）日本人成人女性（初診時年齢が20歳以上），平
均25歳4カ月（20歳2カ月～46歳8カ月）．
　2）治療前のoverjetが5mm以上の上顎前突症
例．
　3）上下顎左右側第一小臼歯を抜歯し，Multi－
bracket　techniqueにて矯正治療を完了したもの．
　4）保定終了時においても顔貌と咬合状態が安定
し，またRickettsの軟組織分析14）の計測結果にお
いては浅井の日本人の平均値に関する報告15）を参
考に，治療後の上下口唇の位置がE－lineの外側2
㎜以内の症例のなかから選択した（表1）．
　2．研究方法
　矯正治療の終了した973症例から，前述の方法に
て選択した31症例を調査対象とした．この症例の矯
正治療前，および治療終了時の側貌頭部X線規格写
真を研究資料として以下の方法に従ってNorth－
western法および“Wits”appraisalの角度ならび
に距離計測から計測値を求め分析を行った．
　1）計測部位
　（1）計測点・計測平面の設定について
　角度計測および距離計測の項目に従って，以下の
計測点を計測した．計測点の設定は，飯塚・石川16）
の方法に従った．
①基本的事項
　a）両側性に存在する計測点について
　側貌頭部X線規格写真について正中矢状断面部を
中心に左右側に存在する計測点に対しては，まずそ
れぞれを左右別個に所定の基準に基づいて設定し
（3）
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て，その両計測点の中点を分析における計測点とし
た．
　b）計測平面について
　計測点二点間を結ぶ直線によって設定される計測
平面についても，左右側に存在する計測点に関する
ものは，その中点間を結ぶことによって設定した．
　C）歯について
　左右側の別や上下顎の咬頭嵌合の状態の見極めに
は口腔模型を参考に計測点を設定した．
②計測点（図1）
Nasion（N）：鼻前頭縫合部の最前点でレントゲン
フィルム上での鼻骨前縁線画の延長の前頭骨との交
点．
Sella　turcica（S）：レントゲンフィルム上でのトル
コ鞍の壷状形陰影像の中心点．
A点（A）：ANS（前鼻棘の最前先端点）とProsthion
（上顎中切歯間歯槽突起最前尖端点）との間の顎間縫
合線上の最深部の点．
B点（B）＝Infra－dentale（下顎中切歯間歯槽突起最
前尖端点）とPogonionとの間の下顎唇側歯槽骨縁
上の最深部の点．
Pogonion（Pog）：下顎骨順隆起部上の最突出点．
Menton（Me）：噸部断面像の最下縁点．
Articulare（Ar）：下顎関節突起後縁と外頭蓋底部
正中面像との交点．
Gonion（Go）：Arから左右側の下顎角後縁部の接
線と下顎下縁平面とが交わる点において，その二等
分線と下顎角骨縁上との交点の中点を計測点とす
図2計測平面（Northwestern法）
る．
OC：上下顎第一大臼歯の咬頭嵌合の中点．
③計測平面の設定基準（図2）
SN平面（SN）：SellaとNasionとを結ぶ平面．
下顎下縁平面（MP）：Mentonから左右側の下顎隅
角部に引かれた二つの接線の二等分線．
顔面平面（NPog）：NasionとPogonionを結ぶ直
線．
咬合平面（OP）：上下顎中切歯切端間の中点と上下
顎第一大臼歯の咬頭嵌合の中央点とを結ぶ直線．
　またその他の計測点・計測平面を以下のように設
定した．
1－Inci．（UI）：上顎中切歯切縁．
1－Apical（UIA）：上顎中切歯根尖．
1－lnci．（LI）：下顎中切歯切縁．
1－Apical（LIA）：下顎中切歯根尖．
U－Lip（UL）：上口唇の最突出点．
L－Lip（LL）：下口唇の最突出点．
AO＝A点からの咬合平面への垂線の交点．
BO：B点からの咬合平面への垂線の交点．
esthetic　line（E－line）：鼻尖部と軟組織上の願点を
結ぶ線．
　（2）Northwestern法の計測項目（図3，4）
骨格型
①Angle　of　convexity（A．　C．）はNasionとA点
を結ぶ線とA点とPogを結ぶ線とのなす角度でA
（4）
一　92　一 東京医科大学雑誌 第53巻第1号
s N
o
s N
k
o o
v
＠
Go
躍
M6
Pog
¢
A
図3－1Northwestern法における骨格型の計測部位
　（1）A．C．　＠SN－MP
UIA
　　　　　　　　　　　6e‘）’一x（
　　GoX　／A）rfrUNi　　　　　　　　　②，　　ノ
　　　　　　　　　　　　kA，・’
　　　　　　　　　　　　　’　　　90e　　　　　　　　　　　　　ttt
　　　　　　　　　　e　／
　　　　　　　　　　　　ttt
　　　　　　　　　＠　　　　　　　　　　　　ttt
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図3－2Northwestern法における骨格型の計測部位
　＠SNA，　SNB，　ANB
図4－2Northwestern法における咬合型の計測部位
　＠Ul－Ll　＠Ul－NPog
点が顔面平面の前方なら（＋），後方なら（一）とす
る（図3－1）．
②Apical　base　relationshipはSN平面に対する
NasionとA点を結ぶ線の傾斜角（SNA）と，　B点
を結ぶ線の傾斜角（SNB），およびこの両者の角度の
差をApical　base　difference（ANB）とする（図3－
2）．
③下顎下縁傾斜角（SN－MP）はSN平面に対す
る下顎下縁平面の傾斜角（図3－1）．
咬合型
①SN平面に対する上顎前歯の歯軸傾斜角（U　1一
（5）
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図5AO，　BOの設定および“Wits”appraisalの
　計測部位
S N
SN），（図4－1）．
②下顎下縁平面に対する下顎前歯の歯軸傾斜角
（Ll－MP），（図4－1）．
③咬合平面に対する下顎前歯の歯軸傾斜角（L1－
OP），（図4－1）．
④上顎前歯歯軸と下顎前歯歯軸とのなす角（U・1－
L1），（図4－2）．
⑤NPog平面に対する上顎前歯切端の位置（U・1－
NPog），（図4－2）．
　（3）“Wits”appraisal（Wits）の計測法
　咬合平面に対して，A点，　B点から垂線を下し，
それが交わる点をそれぞれAO，　BOとしてこの2
点間の距離を計測する．AOがBOの前方にあれば
（＋），後方にあれば（一）の値とする（図5）．
　（4）Rickettsの軟組織分析法の計測項目
　上下口唇の最突出点からE－lineまでの距離をSN
平面に平行に計測し，口唇の位置がE－lineより外側
にあるものを（＋）内側にあるものを（一）とした
（図6）．
O　E－line　to　upper　Lip　（E　to　UL）
＠　E－line　to　lower　Lip　（E　to　LL）
　2）計測値の統計処理法
　統計処理は各計測値から項目ごとの平均値，標準
偏差を求め，以下の項目の比較についてはt検定を
用い，その有意差の有無について統計学的検索を行
い，危険率5％以下を有意差ありとした．
E－line
図6Esthetic　line（E－line）の計測部位
　（1）Northwestern法の計測項目について
①日本人成人女性上顎前突群の治療前後の計測値
から平均値と標準偏差を求め，治療前後の平均値間
について有意差の検定を行った．
②本症直宮の治療後の平均値と，粥川の研究資
料6）7）による正常咬合群の平均値間について有意差
の検定を行った．
③本症油画の治療後の平均値と藤田17）ならびに
内田18）の行った研究資料から得た青年上顎前突群
の治療後の平均値間について有意差の検定を行っ
た．
　（2）Witsの計測値について
①本症例群の治療前後の計測値から平均値と標準
偏差を求め，治療前後の平均値間について有意差の
検定を行った．
②本症例群の治療後の平均値と，粥川の研究資
料13）による正常咬合群の平均値間について有意差
の検定を行った．
IIL研究成績
　側貌頭部X線規格写真の計測により，Northwest－
ern法について表2は本症例群の治療前後の平均
値，標準偏差とその平均値間における有意差の検定
結果を，表3にはこの治療後の計測値の骨格型の分
布状態について，表4はその咬合型の分布状態につ
いて示した．表5は本症例群の治療後と正常咬合群
の平均値間についての有意差の検定結果を，表6に
（6）
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表2　本症例群（N＝31）の治療前後の計測値の平均値，標準偏差
　　および両者間の有意差の検定
治療前 治療後 有意差の検定
計測項目
MEANS．D． MEANS．D． t－test
骨格型
①A．C 10．74 4．35 11．37 4．44 NS
②SNA 81．21 2．94 81．42 2．96 NS
SNB 75．83 3．19 75．44 3．06 NS
ANB 5．39 2．05 5．98 2．06 NS
③SN－MP 40．08 6．01 40．36 5．85 NS
咬合型
①U1－SN 113．217．25 90．79 8．56 ＊＊
②Ll－MP 94．28 7．85 93．96 9．70 NS
③Ll－OP 27．42 5．77 21．45 7．39 ＊＊
④Ul－Ll　　　（度）112．468．56 134．899．87 ＊＊
⑤Ul－NPo9　（mm）17．32 2．38 9．69 1．77 ＊＊
N：資料数，NS＝有意でない
＊：危険率5％レベルで有意差あり， ＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
本症法認と青年上顎前突群の治療後の平均値間につ
いての有意差の検定結果を示した．またWitsにつ
いては表7に本症例群の治療前後の平均値，標準偏
差とその平均値間の有意差の検定結果を，表8には
この治療後の計測値の分布状態を，表9には本症例
群の治療後と正常咬合群との平均値間について有意
差の検定結果を示した．
　1．Northwestern法の項目についての検討
　1）日本人成人女性上顎前突群の矯正前後の計測
値から平均値，標準偏差を求め，その治療前後にお
ける有意差の検定を行い以下の成績を得た（表2）．
　（1）平均値および標準偏差
　Northwestern法の骨格型の項目について①A．C。
は，治療前は平均値10．74．，標準偏差4．35．治療後は
平均値11．37．標準偏差4．44．であった．②Apical
base　relationshipについてSNAは治療前平均値
81．21．，標準偏差2．94．治療後平均値81．42．，標準偏
差2．96．．SNBは，治療前平均値75．83．，標準偏差
3．19．治療後平均値75．44．，標準偏差3．09．．また
ANBは，治療前平均値5．39．，標準偏差2。05．治療
後平均値5．gse，標準偏差2．06．．③SN－MPは治療
前平均値40．08．，標準偏差6．01．治療後平均値
40．36．，標準偏差5．85。であった．
　咬合型の項目について①U1－SNは治療前平均値
113。21．，標準偏差7．25．治療後平均値90．79．，標準
偏差8．56．．②L　1－MPは治療前平均値94．28．，標準
偏差7．85．治療後平均値93．96．，標準偏差9．70．．③
L1－OPは治療前平均値27．42．，標準偏差5．77．治療
後平均値21．45．，標準偏差7．39．．④U1－L　1は治療
前平均値112．46．，標準偏差8．56．治療後平均値
134．89．，標準偏差9．87．．⑤U1－NPogは治療前平
均値17．32mm，標準偏差2．38　mm治療後平均値
9．69mm，標準偏差1．77　mmであった．
　（2）治療前後の平均値間についての有意差の検定
　Northwestern分析の骨格型のすべて項目につい
て有意差は認められない．
　また咬合型の項目についてはU1－SN，　L　1－OP，
U1－L　1，　U　1－NPogに有意差が認められた．
　2）本症一群の治療後とコントロールとした正常
咬合群の平均値間において有意差の検定を行った結
果，以下の成績を得た（表5）．
　骨格型の項目についてはすべての項目について有
意差が認められた．また咬合型の項目ではU1－SN，
U1－L　1に有意差が認められた．
　3）本症一群とコントロールとした青年上顎前突
群との治療後の平均値間における有意差の検：定結果
から以下の成績を得た（表6）．
　骨格型ではA．C．，　ANB，　SN－MPに有意差が認
められた．また咬合型ではU　1－SN，　U1－Llに有
意差が認められた．
　2．Witsについての検討
　1）本症例群の治療前後の平均値，標準偏差を求め
（7）
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［度数分布表］
　石野：上顎前突成人女性の治療前後における矯正学的口腔科学的研究
表3本症例群の治療後の計測値の分布状態（Northwestern法の骨格型）
　　　　データ数：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　データ数：
　　　　　最小値：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　最小値：
　　　　　最大値：　　　　　　　　　　　　　　ANB　　　　　　　　最大値：
　　　　　平均値：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平均値：
　　　　標準偏差：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　標準偏差：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　［度数分布表
31
0．541725
19．0185
11，367
4，436
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 一〇．45～2．389未満1 0．03 ＊
2 2．389～4．237未満1 0．03 ＊
3 4．237～6．084未満4 0．13＊＊＊＊
4 6．084～7。932未満1 0．03 ＊
5 7．932～9，780未満3 0．10＊＊＊
6 9．780～11．62未満7 0．23＊＊＊＊＊＊＊
7 11．62～13．47未満3 0．10＊＊＊
8 13．47～15．32未満4 0．13＊＊＊＊
9 15．32～17．17未満5 0．16＊＊＊＊＊
10 17．17～20．86未満2 0．06 ＊＊
合計 31 （＊；1）
31
74．9797
　　　　　　　　　データ数：
@　　　　　　　　　最小値：
ASNA　　　　　　最大値：
@　　　　　　　　　平均値：
@　　　　　　　　標準偏差：
87．3975
81，417
2，959
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 73．97～76．22未満2 0．06 ＊＊
2 76．22～77．46未満・2 0．06 ＊＊
3 77．46～78．70未満2 0．06＊＊
4 78．70～79．94未満4 0．13＊＊＊＊
5 79．94～81．18未満5 0．16＊＊＊＊＊
6 81．18～82．43未満2 0．06 ＊＊
7 82．43～83．67未満7 0．23＊＊＊＊＊＊＊
8 83，67～84．91未満4 0．13＊＊＊＊
9 84．91～86．15未満2 0．06＊＊
10 86．15～88．63宋満1 0．03 ＊
合計 31 （＊＝1）
31
67．7402
　　　　　　　　データ数：
@　　　　　　　　最小値：
rNB　　　　　　　最大値：
@　　　　　　　　平均値：
@　　　　　　　標準偏差：
83，081
75，438
3，092
一　95　一
31
1．26031
9．47118
5，977
2，062
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 0．260～2．081未満1 0．03 ＊
2 2．081～2．902未満2 0．06 ＊＊
3 2．902～3．723未満2 0．06 ＊＊
4 3．723～4．544未満4 0．13＊＊＊＊
5 4．544～5．365未満2 0．06 ＊＊
6 5．365～6．186未満3 0．10＊＊＊
7 6．186～7．007未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
8 7．007～7，829未満3 0．10＊＊＊
9 7．829～8．650未満5 0．16＊＊＊＊＊
10 8．650～10．29未満3 0．10＊＊＊
合計 31 （＊一1）
　　　　（3）　SN－MP
［度数分布表］
データ数：
　最小値：
　最大値：
　平均値：
標準偏差：
31
27．80026
55．14561
40，363
5，851
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 26，80～30．53未満1 0．03 ＊
2 30．53～33。26未満2 0．06 ＊＊
3 33，26～36。00未満3 0．10＊＊＊
4 36．00～38．73未満7 0．23＊＊＊＊＊＊＊
5 38．73～41．47未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
6 41．47～44，20未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
7 44．20～46．94未満1 0．03 ＊
8 46．94～49．67未満3 0．10＊＊＊
9 49．67～52．41未満0 0．00
10 52．41～57．88未満2 0．06＊＊
合計 31 （＊＝1）
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 66．74～69．27未満1 0．03 ＊
2 69．27～70．80未満0 0．00
3 70．80～72．34来満4 0．13＊＊＊＊
4 72．34～73．87未満5 0．16＊＊＊＊＊
5 73．87～75．41未満5 0．16＊＊＊＊＊
6 75．41～76．94未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
7 76．94～78．47未満4 0．13＊＊＊＊
8 78．47～80．01未満5 0．16＊＊＊＊＊
9 80．01～81．54未満0 0．00
10 81．54～84．61未満1 0．03 ＊
合計 31 （＊＝1）
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表4本症例群の治療後の計測値の分布状態（Northwestern法の咬合型）
（1）　Ul－SN
［度数分布表］
データ数：
　最小値：
　最大値：
　平均値：
標準偏差：
31
72．1812
108，699
90，790
8，559
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 71。18～75．83未満1 0．03 ＊
2 75．83～79．48未満2 0．06＊＊
3 79．48～83．13未満4 0．13＊＊＊＊
4 83．13～86．78未満3 0．10＊＊＊
5 86。78～90．44未満4 0．13＊＊＊＊
6 90．44～94．09未満5 0．16＊＊＊＊＊
7 94．09～97．74未満5 0．16＊＊＊＊＊
8 97．74～101．3未満4 0．13＊＊＊＊
9 101．3～105．0未満2 0．06＊＊
10 105．0～112．3未満1 0．03 ＊
合計 31 （＊＝1）
31
73．7748
　　　　　　　　　　データ数：
@　　　　　　　　　　最小値：
ALl－MP　　　　　最大値：
@　　　　　　　　　　平均値：
@　　　　　　　　　標準偏差：
111，054
93，960
9，698
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 72．77～77．50未満1 0．03＊
2 77．50～81．23未満1 0．03＊
3 81．23～84．95未満4 0．13＊＊＊＊
4 84．95～88．68未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
5 88．68～92．41未満2 0．06＊＊
6 92．41～96．14未満3 0．10＊＊＊
7 96。14～99．87未満5 0．16＊＊＊＊＊
8 99。87～103，5未満2 0．06＊＊
9 103．5～107。3未満3 0．10＊＊＊
10 107．3～114．7未満4 0．13＊＊＊＊
合計 31 （＊＝1）
31
2．33502
　　　　　　　　　データ数：
@　　　　　　　　　最小値：
BLl－OP　　　　　　最大値＝
@　　　　　　　　　平均値：
@　　　　　　　　標準偏差＝
37．5333
21，447
7，387
＠　Ul－Ll
［度数分布表］
データ数：
　最小値：
　最大値：
　平均値：
標準偏差：
31
103，597
150，131
134，887
9，872
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 102。5～108．2未満1 0．03 ＊
2 108．2～112．9未満0 0．00
3 112．9～117．5未満1 0．03 ＊
4 117．5～122．2未満2 0．06 ＊＊
5 122．2～126．8未満1 0．03 ＊
6 126．8～131．5未満5 0．16＊＊＊＊＊
7 131．5～136，1未満4 0．13＊＊＊＊
8 136．1～140．8未満8 0．26＊＊＊＊＊＊＊＊
9 140．8～145．4未満5 0．16＊＊＊＊＊
10 145．4～154．7未満4 0．13＊＊＊＊
合計 31 （＊＝1）
31
6．37
　　　　　　　　　　データ数：
@　　　　　　　　　　最小値：
DU1－NPog　　　　最大値：
@　　　　　　　　　　平均値：
@　　　　　　　　　標準偏差：
13．82
9，686
1，773
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 5．37～7．115未満1 0．03＊
2 7．115～7．86未満3 0．10＊＊＊
3 7．86～8．605未満5 0．16＊＊＊＊＊
4 8．605～9．35未満7 0．23＊＊＊＊＊＊＊
5 9．35～10．09未満5 0．16＊＊＊＊＊
6 10．09～10．84未満3 0．10＊＊＊
7 10．84～11．58未満2 0．06＊＊
8 11．58～12．33未満2 0．06＊＊
9 12．33～13，07未満1 0．03 ＊
10 13。07～14．56未満2 0．06＊＊
合計 31 （＊＝1）
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 1．335～5．854未満1 0．03 ＊
2 5．854～9．374未満0 0．00
3 9．374～12．89未満3 0．10＊＊＊
4 12．89～16．41未満2 0．06＊＊
5 16。41～19．93未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
6 19．93～23．45未満8 0．26＊＊＊＊＊＊＊＊
7 23．45～26．97未満5 0．16＊＊＊＊＊
8 26．97～30．49未満3 0．10＊＊＊
9 30．49～34．01未満1 0．03 ＊
10 34．01～41．05未満2 0．06＊＊
合計 31 （＊＝1）
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表5正常咬合群の計測値（粥川）と本症例群の治療後の計測値（石野）
　　の平均値，標準偏差および両者間の有意差の検定
一　97　一
粥川 （N＝32） 石野 （N＝31） 有意差の検定
計測項目
MEANS．D． MEANS，D． t－test
骨格型
①A．C． 8．50 2．09 11．37 4．44 ＊＊
②SNA 83．04 3．26 81．42 2．96 ＊
SNB 78．72 3．15 75．44 3．09 ＊＊
ANB 4．32 2．19 5．98 2．06 ＊＊
③SN－MP 34．00 3．90 40．36 5．85 ＊＊
咬合型
①U1・SN 107．944．91 90．79 8．56 ＊＊
②L1－MP 95．30 7．39 93．96 9．70 NS
③Ll・OP 23．80 5．94 21．45 7．39 NS
④Ul－L1　　　（度）120．088．10 134．899．87 ＊＊
⑤Ul－NPo9　（mm） 9．69 1．77
N：資料数，NS：有意でない
＊：危険率5％レベルで有意差あり，＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
　表6本症例群（石野）と青年の上顎前突群（藤田ならびに内田）の治療
　　　後の計測値の平均値，標準偏差および両者間の有意差の検定
石野 （N＝31） 藤田 （N＝18） 内田 （N＝89） 有意差の検定
計測項目
MEANS．D． MEANS．D． MEANS．D t－test
骨格型
①A．C． 11．37 4．44 8．2 5．17 ＊＊
②SNA 81．42 2．96 81．11 3．54 NS
SNB 75．44 3．09 76．78 4．73 NS
ANB 5．98 2．06 4．33 1．95 ＊＊
③SN・MP 40．36 5．85 36．39 6．87 ＊
咬合型
①U1－SN 90．79 8．56 104．03 9．22 ＊＊
②Ll－MP 93．96 9．70 96．69 6．68 NS
③Ll－OP 21．45 7．39 23．5 6．80 NS
④Ul－Ll　　　（度）134．899．87 124．5010．00 ＊＊
⑤Ul－NPo9　（mm）9．69 1．77 10．00 3．06 NS
一N　資料数，NS：有意でない
　＊　危険率5％レベルで有意差あり，＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
　　　表7本症例群（N＝31）の治療前と治療後のANBと“Wits”appraisa1における計
　　　　　測値の平均値，標準偏差および両者間の有意差の検定
治療前 治療後 変化量 有意差の検定
計測項目
MEANS．D． MEANS．D． MEANSD t－test
ANB　　（度） 5．39 2．05 5．98 2．06 0．59 1．12 NS
Wits　　（mm）3．80 4．14 一〇．40 3．27 一4．20 4．11 ＊＊
N：資料数，NS：有意でない
＊：危険率5％レベルで有意差あり，＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
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表8本症例群の治療後の計測値の分布状態（Wits）
データ数：
　最小値＝
　最大値：
　平均値：
標準偏差：
31
一8．1
5．2
一〇．400
3，269
第53巻第1号
［度数分布表］
クラス
mo． クラスの境界値 度数 比率 度数マーク
1 一9．1～一6．77未満1 0．03 ＊
2 一6，77～一5．44未満1 0．03 ＊
3 一5．44～一4．11未満2 0．06＊＊
4 一4．11～一2．78未満4 0．13＊＊＊＊
5 一2．78～一1．45未満2 0．06＊＊
6 一1．45～一〇．12未満5 0．16＊＊＊＊＊
7 一〇。12～　1．21未満4 0．13＊＊＊＊
8 1．21～　2．54未満6 0．19＊＊＊＊＊＊
9 2．54～　3．87未満4 0．13＊＊＊＊
10 3．87～　6．53未満2 0．06 ＊＊
合計 31 （＊＝1）
表9ANBと“Wits”appraisalについて正常咬合群（粥川）と本症例
　　群（石野）の治療後の計測値の平均値，標準偏差および両者間の有
　　意差の検定
正常咬合群（N＝25） 石野（N＝31） 有意差の検定
計測項目
MEANSD． MEANS．D． t－test
ANB　　（度） 2．33 2．48 5．98 2．06 ＊＊
Wits　　（mm）一2．35 2．33 一〇．40 3．27 ＊
N＝資料数，NS：有意でない
＊：危険率5％レベルで有意差あり，
平均値間の有意差の検定を行い，以下の成績を得た
（表7）．
　（1）平均値および標準偏差
　治療前の平均値3．80mm，標準偏差4．14　mm治
療後の平均値一〇．40mm，騨偏差3．27㎜であっ
た．
　（2）矯正前後の平均値間について有意差の検定を
行った結果，有意差が認められた．
　2）本症例群の治療後と正常咬合群の平均値間に
おいて有意差の検定を行った結果，有意差が認めら
れた（表9）．
＊＊：危険率1％レベルで有意差あり
IV．考 察
　1．本症例群の治療前後の平均値間における有意
　　差の検定
　1）Northwestern法の項目において骨格型のす
べての項目に有意差を認められなかったが，A．C．は
治療により平均で0．63．増加し，また同じくSNA
は治療後に平均で0．21．増加した．SNBについては
平均0．39．減少し，ANBは0．59．増加した．つまり
治療により通常望まれる上顎骨の前方発育の抑制や
上顎前歯の舌側移動によるA点の後退また下顎骨
の前方発育による上下顎歯槽基底の前後的関係の改
善に関する項目について有意差は認められなかっ
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た．またSN－MPについても有意差はないが治療に
より平均0．28．増加した．骨格型のすべての項目に
有意差が認められなかったのは，本研究の目的から
成長発育の影響が少なく，矯正治療のみの効果を調
べられる20歳以上の女性を調査対象としたためと
考えられるが，このような成人の矯正治療において
は望ましい骨格の形態変化を期待することができな
かったと言える．
　咬合型の項目において有意差の認められた項目の
U1－SNは治療前後で平均22．42．，　L　1－OPは平均
5．97．減少し，またU1－L　1は平均22．43．増加し，
U1－NPogは平均7．63　mm減少した．またし　1－MP
は治療後0．32．減少したが有意差は認められない．
これにより上顎前歯の舌側傾斜と舌側移動が治療前
後において，起きていることがわかった．
　2）Witsの評価については治療前後で有意差が認
められ，平均で4．20mm減少して上下顎歯槽基底の
ずれは少なかったことが示された．しかしながら
Northwestern法のANBについては有意差は認め
られず，変化としては上下顎歯槽基底の前後的dis－
crepancyが増加する傾向を示した．これはどちら
も同じA点，B点について計測しているものであ
りながら，その基準はANBがSN平面という前頭
蓋底を基準としたNasionからの角度で評価し，
Witsは咬合平面を基準とした距離の計測であるた
めと考えられる．つまりL1－MPは治療前後で有意
差は認められなかったが減少傾向を示し，L1－OP
は有意差が認められて5．97．減少したことにより，
治療後の咬合平面に時計回りの回転の変化があった
ため，Witsについては上下顎歯槽基底の前後的dis－
crepancyが少なくなる評価が得られたと考えられ
る．
　以上のことから成人症例における治療の変化の主
体は咬合型によるもので，骨格形態にほとんど変化
がなくても咬合型の変化により良好な顔貌を得るこ
とができることが判明した．
　2．本症例群の治療後と正常咬合群との平均値間
　　における有意差の検定
　1）Northwestern法における骨格型のすべての
項目に有意差が認められた．正常咬合面に比べA．C．
では平均で2．87．大きく，SNAは平均1．62．小さ
い．SNBは平均3．28．小さく，ANBでは平均1．66．
大きい．またSN－MPは6．36．大きい．つまり本症
例群の治療後の上下顎歯槽基底には前後的discrep一
ancyが認められた．
　咬合型で有意差が認められた項目についてU1－
SNは平均で17．15．小さく，U1－L　1は平均14．09．
大きい．またし1－MPでは平均1．34．小さく，L1－
OPは2．35．小さいが有意差は認められない．本症例
群の治療後のU1－SNの平均値から，一般的な治療
結果としては上顎中切歯のトルク不足とも評価され
うるが，成長発育の終了した成人においては上顎歯
槽骨の形態変化の可能性からも歯根の移動には限界
があると思われる．
　2）Witsにおいても有意差が認められ本症例話の
治療後は正常咬合群と比べて1．95mm大きい値で
あり上下顎歯槽基底に前後的discrepancyが認めら
れた．
　本症例群は矯正により治療後に良好な側貌を得た
症例群であるが，正常咬合群とは異なった骨格と咬
合をもつことがわかった．このことから，このよう
な正常咬合群とは異なった骨格と咬合状態でも良好
な顔貌が得られていることが判明した．
　3．本症耐忍の治療後と青年上顎前突群の治療後
　　との平均値間における有意差の検定
　Northwestern法の骨格型の項目でA．C，に有意
差が認められ，本症例群は平均で3．17．大きい．また
有意差は認められないが，SNAは本症例群が0．31．
大きく，SNBは1．34．小さい．このことからANB
では有意差を認めて平均1．65．大きい．SN－MPは
有意差が認められ本症例群は平均3．97．下顎下縁平
面の傾斜が大きい．つまり本症例群のほうが上下顎
の歯槽基底の前後的なずれが大きいことが示され
た．
　咬合型で有意差が認められた項目について　Uレ
SMは本症例群は平均で13．24．小さく，U1－L　1は
平均で10．39“大きい．また有意差は認められないが
し1－MPは本症例群は平均で2．73．小さく，L1－OP
は2．05。小さく，またU1－NPogは0．31　mm小さ
いことから上顎前歯の歯軸の舌側傾斜に特徴がある
と言える．
　このことから同じ不正咬合を有する症例群の治療
後について，良好な結果を得た成人症例である本症
例群の特徴としては上下顎歯槽基底の前後的なずれ
と上顎前歯の歯軸傾斜にあることが判明した．
　4．本研究における良い側貌の選択基準について
　Rickettsの軟組織分析法E－1ineにおける日本人
の平均値または基準値に関する報告15）19）20）21）から本
（12）
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研究における良い側貌の基準は，浅井の前歯部に正
常被蓋を有する日本人の成人における平均値を参考
に選択した．浅井は正常咬合者の約半数はE－lineの
外側に位置していたとして人種差，性差，個体差を
考慮しないで，数字にとらわれ過ぎることは好まし
くないと述べている15）．
　本症例群の矯正治療前後の変化量の平均値は上唇
で2．77mm，下唇で3．63　mmと，ともに後退して
その前後の平均値において有意差が認められた（表
1）．
　与五沢22）は上顎前突の治療による変化において，
上顎中切歯切端の前後的位置と上口唇の最前点の位
置とに相関がないと報告し，石沢23）と同様に上顎中
切歯はむしろ下口唇の位置とに密接な関係があると
述べている．本研究結果から本症平群の治療前後の
特徴は上顎前歯の後退にあったが，口唇の後退量も
上唇より下唇に大きく，これらの報告と同様な結果
を得た．
V．結 語
　日本人成人女性の上顎前突者で矯正治療後および
保定終了時において良好な側貌形態と咬合状態の維
持された矯正抜歯症例群の治療前後の側貌頭部X線
規格写真を用いて，Northwestern分析法，　Jacob－
sonによる“Wits”appraisalの各計測項目につい
て平均値と標準偏差を算出し，治療前後について，
また対照群とにおける有意差の検定を行い以下の結
果を得た．
　1．　日本人成人女性の上顎前突群の治療前後の平
均値間において有意差の検定を行った結果，North－
western法における，骨格型のすべての項目におい
て有意差は認められなかった．咬合型ではU1－SN，
：L1－OP，　U　1－L　1，　U　1－NPogに認められた．また
Witsにおいても認められた．
　2．本症例群の治療後と正常咬合群の平均値間と
について有意差の検定を行った結果，Northwestern
法については骨格型のすべての項目に有意差が認め
られた．咬合型ではU1－SN，　U　1－L1に認められ
た．またWitsにおいても認められた．
　3．本症半群の治療後と青年上顎前突群の治療後
との平均値間において有意差の検定を行った結果，
Northwestern法における骨格型ではA．C．，　ANB，
SN－MPに有意差が認められた．咬合型ではU1－
SN，　U・1－L・1に有意差が認められた．
　4．本症例群の治療後におけるNorthwestern法
ならびにWitsの各計測値の平均値と標準偏差につ
いて以下の結果が得られた．
　Northwestern法の咬合型では①A．C．11．37．±
4．440＠SNA　81．420±2．96e，　SNB　75．440±3．09e，
ANB　5．98．±2．06．③SN－MP　40．36Φ±5．85．であ
る．咬合型では①U1－SN　90．79．±8．56．②L　1－MP
93．960±9．70“＠L1－OP　21．450±7．39e＠U1－L1
134．890±9．870　＠U　1－NPog　9．69　mm±1．77　mm，
またWitsにおいては一〇．40　mm±3．27　mmであっ
た．
　以上の値は，日本人成人女性の上顎前突症例につ
いて良好な顔貌形態の復元と安定した予後を得るた
めに，側貌頭部X線規格写真分析における目標値と
なり，口腔外科ならびに矯正歯科分野などにおける
治療の際に有用な指針となりうることが判明した．
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